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1．背景・目的 

 2019 年 12 月に中国湖北省で新型コロナウイルスに

よる肺炎患者が確認されて以来，世界各地にウイル

スが広がった 1)．日本国内では 2020 年 4 月 7 日に埼

玉，千葉，東京，神奈川，大阪，兵庫，福岡の 7 都

府県に緊急事態宣言が発令された 2)．そして同月 16

日にはその対象地域が全国に拡大された．その後 5

月 14 日に一部地域で解除され，同月 25 日にすべて

の地域で解除された．将来に同様の事態が発生した

際の証拠材料として活かすために，緊急事態宣言が

外出自粛に与える影響を知る必要がある．そこで本

研究では，緊急事態宣言による外出自粛行動への影

響を明らかにすることを目的とする．また自粛行動

における性別や年代，都市ごとの違いを明らかにす

る． 

 過去の研究において，廣井 3)は緊急事態宣言によ

る外出自粛への影響の分析を表明選好法で行ってい

る．本研究では実際のデータを利用した顕示選好法

で分析を行った． 

2．研究方法 

2.1 利用データと分析内容 

 本研究では，携帯電話の位置情報を利用した空間

統計人口のメッシュデータを用いた．データの詳細

は表 1 に，分析対象地域を表 2 にまとめた． 

2.2 分析方法 

本研究ではモバイル空間統計人口と，訪問人口を

定義して分析を行った．訪問人口は，モバイル空間

統計人口のうち他の市町村に居住地がある人口，つ

まり他市町村から訪れた人口とした． 

本研究では，2020 年の緊急事態宣言期間における

各人口について 2019 年の同じ時期と比べた人口減少

率を算出し考察を行った． 

人口減少率=(2019 年人口-2020 年人口)/2019 年人口 

また，人口密度について，2019 年モバイル空間統

計人口に基づいて算出するものとした． 

表 1 分析に利用したデータと分析の範囲 

表 2 分析対象地域（九州地方の 26 市） 

3．結果 

図 1 は福岡市中洲・天神地区の緊急事態宣言期間

におけるモバイル空間統計人口の減少率である．こ

れにより平日に比べて週末の方が，また昼に比べて

夜の方が人口の減少率が高いことが分かった． 

 

図 1 中洲天神地区のモバイル空間統計人口減少率 

 

次に，福岡市天神地区における平日昼と夜の人口

減少率を年代男女別に示したものを図 2 に示した． 

図 2 で，平日昼の 30～50 代男性の人口減少率が低
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利用データ 
NTT ドコモ「モバイル空間統計」 

500mメッシュ人口データ 

対象地域 九州地方の 26 市の商業地域(表 2) 

対象期間 
2019 年 1 月 1 日～5 月 31 日 

2020 年 1 月 1 日～5 月 31 日 

曜日・時間帯 
平日（水曜） 昼（14 時），夜（21 時） 

週末（土曜） 昼（14 時），夜（21 時） 

年代の分類 
10 代（15～19 歳）20 代，30 代， 

40 代，50 代，60 代，70 代，80 代 

県名 市名 
 

市名 
  

市名 
   

福岡県 福岡市 長崎県 長崎市 大分県 大分市 

  北九州市  佐世保市   別府市 

  久留米市  平戸市   由布市 

  直方市  松浦市   竹田市 

  大川市 熊本県 熊本市 宮崎県 宮崎市 

  豊前市  八代市   延岡市 

佐賀県 佐賀市  上天草市   日南市 

  唐津市   鹿児島県 鹿児島市 

  嬉野市     鹿屋市 

      奄美市 

最大値 

平均値 

最小値 
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い．これらの年代の男性は通勤目的で外出する人の

割合が多く，通勤目的の外出は他の目的に比べ自粛

がされにくいと考えられる．そして 70 代以下は女性

の人口減少率が男性に比べ高い．女性は通勤などの

目的ではない不要不急の目的で訪れる人の割合が男

性と比べて高いからではないかと考えられる．平日

夜は 30 代以上では男性の人口減少率が女性に比べ低

い．夜は男性の方が不要不急の目的で外出する割合

が高かったのではないかと考えられる． 

 

 

図 2 天神地区における平日の年代男女別人口減少率 

 

次に，人口減少率について都市ごとの比較を行

う．図 3 では，人口密度の低い都市ほどモバイル空

間統計人口の減少率が低い．このことは平日夜，週

末の昼夜においても同様な結果となった． 

 

 

図 3 平日昼のモバイル空間統計人口減少率と 

各市の人口密度の関係 

 

図 4 に平日昼の他市町村からの訪問人口減少率と

各市の人口密度との関係を示した．人口密度の低い

都市ほど他市町村からの訪問人口の減少率は高い傾

向にある．平日夜，週末の昼夜についても同様の結

果となった． 

 

図 4 平日昼の他市町村からの訪問人口減少率と 

各市の人口密度との関係 

 

図 3，図 4 の結果から，人口密度の低い都市ほど，

同じ市内での移動を目的とする外出は減少していな

いのではないかと考えられる． 

4．結論 

 天神地区では平日昼には 30～50 代の男性の人口減

少率が低かった．これは通勤など必要な目的で外出

する人の割合が多かったからではないかと考えられ

る．平日夜には 30 代以上の男性の人口減少率が女性

に比べ低かった．これは男性のほうが不要不急の目

的での外出する割合が高かったからではないかと考

えられる． 

また都市ごとの比較では，人口密度の低い都市ほ

ど，モバイル空間統計人口減少率は低く他市町村か

らの訪問人口減少率は高かった．このことから，人

口密度の低い都市ほど同じ市内での移動を目的とす

る外出は減少していないと考えられる． 
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